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水産都市における加工場よりの大気汚染物質の排除対策に関する研究

第7報臭気洗糠慶水の通電除臭

元広輝重*・木村 昇*

Studies on the Preven七，ionof Offensive Odour from Fish 

Processing Plants 

VII. E貨切七 ofelectrolysis of scrubbed water on reduction of mal-odour 

Terushige MOTOHIRO and Noboru KIMURA 

Abstract 

Fish proωssing plan旬品regeneraJlybuilもby:the sea .shore， u自泊.gse晶W晶もer
for the scrubbing o{ mal・odour. The scrubbing proωdure is done by dissolving 
ぬeodoran旬 intoもhewater. The mal-odour， however， evolves from the scrubbing 
water unl棚伽 odoran旬間自ubje伽 dto deodori刷，ion.
A study was m晶deto determine the effect of elecもrolysisof the scrubbing 

W品加r包ぽderωde自troythe odoroUB∞mpounds. Electrolysis was done under 
the ∞ndition of 6 V， 3 A. The electrodes were made of an iron plate forぬe
anode and carbon for the cathode， 品ndthe disぬnceof the elecもrode日 W品目 12.0 
cm. The w品加，rused for the総的 W脇島田 follows:(i) N:品。1solution (1 -5%) 
(wjv)， (ii)自偽 W品切れ (iii)3% NaClsolution con句，iningammonia at 0.025% (vjv) 
ωncentration，品nd(iv) sea water p品ssedthrough a scrubber. 
The amount of晶，vailablechlorine increased with the elong抗ionof electroly針。

色imein 1-5% NaCl solutions and se品 water. Both the amount and odour conc-
entration of ammonia in 3% N:晶Clsolution decreased with electrolytic仙ne.
The electrolysis of色hescrubbing sea w晶terh品吋ngm晶l・odourresul七edin もhe
decrease of the amounts of V.B.-N， volatile acid品ndhydrogen sulfide，仕om152.40 
mg%ω7.13 mg%， from 0.12%ω0.07%， and from 0.78 mg%ω0.20mg%， 
respe白色ively.
It appe晶，redthatもheelectrolysis of scrubbing w.抗erwould be effectiveもo
reduce the mal・odour.

緒言

水洗法は配合飼料工場などの水産加工場より排出きれる悪臭除去の一方法として広く採用されてい

るη。ζの水洗法において.yを臭気濃度.Zを臭気ガス量.Xを水量とすれば，

y = 7.4Z-0 • 58e-U四0.76%

の関係があり，洗詩集水量の糟加によって，臭気濃度およぴ臭気ガス量は減少するが， 完全には除臭で

きないの。乙のため，水洗法による除臭K.は洗糠塔の内部構造の改良り，酸化処理の併用。などを考

慮しなければならない。

一方，水洗法による除臭効果があがれば，それだけ臭気成分は洗機水に移行するので，除臭後の洗糠

廃水から臭気が再び大気中K拡散すると予想される。また，水洗法tとより除臭処理している水産加工

場では，ぞれらのほとんどが洗練廃水を河川または海中化放流している現状であり，洗話集廃水が水質汚

* 北海道大学水産学部食品製造学講座
(Labora伽'yoJ Mαrine Food TelJh仰 logy，Faculty oJ Fisheriω， Hokkaido University) 
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濁の一因となる ζとも考えられる。 ζれらの理由から洗糠廃水の除臭を目的として本研究11:着手した。

一般に水産加工場は海浜11:近く建設される場合が多く，悪臭の洗糠処理K海水が使用されている。

よって，本実験では海水を用いた臭気ガス洗練処理廃水を電気分解し，発生する塩素化合物の酸化作

用が除臭におよぽす影響を検討した。以下Ir.得られた結果を報告する。

実験の部

(1) 供試水

電気分解に供した水は，

(j) 1. 0， 2. 0， 3. 0， 4. 0， 5. 096食塩水，

(ii) 本学部前で採水した海水，

(jii) 396食塩水K 0.02596濃度となるようにアンモニア水を加えた溶液，

(iv) 函館市内のー配合飼料工場より提供をうけた臭気ガスの海水による水洗処理廃水，

の4種類とした。

乙れら 4種類の供試水のうち， (ii)については採水後，直ちに東洋減紙 No.2を用いて鴻過し，砂

分を除いた。また，その水質は pH8. 50， BOD 3Oppm， COD 20ppm，浮遊園形物量1.2 g/l，塩分

3.0696であった。 (iii)は実際に配合飼料工場の悪臭ガスを海水により洗漉した廃水中のアンモニア

濃度を基準として 396食塩水Ir.アンモニアを 0.02596の濃度で注加した。(jv)はイカ内臓を原料と

するフィッシュ・ソリュブルとフス?を混合し， 撹t半加熱時11:発生する悪臭ガスを海水tとより洗漉し

た廃水であり，洗糠塔の排水口から採水した。 ζの廃水は悪臭を有し，排ガス中K含まれていたと息

われる少量の粉体が懸遊していた。

(2) 実験方法

約 101容のガラス製水槽に上記供試水を 91注加し， Fig. 1のように陽極に炭素板，陰極K鉄板を

設置し，それぞれの極板をリ戸ド線により整流器のターミナルK接続した。極板の面は 38x 200 mm  

とした。

5ele;. 'ectlfl.， 

c・rbon plat・
(cathod・1

Wat・tank
Fig. 1. App晶ratusof electrolysis for waste.w晶飴Irfrom scrubber 

供試水fl:対する通電条件は電圧 6V，電流 3Aとし，極関距離は 12.0cmであった。

前項(j)および (ii)の供試水については，通電開始後 30分間Cとに水槽中央部より 20mlずつ採

取し，乙れに含まれる有効塩素量をヨードメトリーのにより定量した。前項 (iii)の供試水は通電開

始後1時間ごとに 10mlを水槽中央部より採水し，その臭気濃度を食塩水平衡法6)1とより?JlU定し，ま

たアンモニア量を比色法ηtとより定量した。前項(jv)の供試水は， 通電前および前記条件下で通電
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後.それぞれについて不溶性物質量.pH.揮発性塩基窒素量 (V.B.-N). 硫化水素量，揮発酸量，

全窒素量 (T-N).塩分量および臭気濃度を測定した。不溶性物質量は 100mlを採水し， 東洋諸量紙

No. 5c によって鴻過後，残溢重量を秤量して求め. pHはガラス電極により測定した。 V.B.-Nは

微量拡散吸収法8)により，硫化水素量は富山らののヨード法によって定量した。揮発酸量は 50ml

の通電前後の供試水を採水し，水蒸気蒸留法によって定量した。 T-N量は 20mlを採水し.Kjeldahl 

法により分解後，水蒸気蒸留法tとより定量し，場分は 10mlを採水して Mohrの直接法1りにより定

量した。
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結果および考察

1-596食塩水および海水を電解するとき，通電時聞に対応して発生する有効塩素量の変化を図示

すれば Fig.2のようである。

Fig.2において，各濃度の食塩水および海水では通電時間の増大tとともない，有効塩素量も比例的

に増加する。本実験に供した海水の塩分濃度は 3.0696であるため，通電による有効塩素発生量は3

%食塩水の有効塩素発生量と比べ若干高い値となっいるが，ほぽ同様の増加傾向を示し，通電開始後

180分を経過してその有効塩素量は約 100mg96となっている。

同一通電時間に対して有効塩素量を比較すれば，供試水の食塩含量が高くなるにつれて有効塩素発

生量は多く，したがって食塩水の電解による臭気の除去を目的とすれば，臭気ガスの洗糠水の食塩濃

度は高いととが効果的といえよう。

一般に海水の電気分解の反応過程については，陽極では，

公コ1-→C12+ 2e 
40W→O2 + H20 + 4e 

陰極では，

2H20 + 2Na→2NaOH + H2 
であり11>，遊離した塩素は陰極で生成した水酸化ナトリウムと反応し，次亜塩素酸ナトリウムを生成

する。したがって次亜塩素酸ナトリウムが酸化剤として臭気ガス洗糠作用を示すものと考えられる。

イカ内臓を原料とするフィッシュ・ソリュブルとフスマの混合時に発生する臭気ガス成分として，

トリメチルアミン，アンモニア，硫化水素および各種揮発酸などが検出され1)， ζのうちアンモニア

および硫化水素は主要成分である。 Fig.3はアンモニアを対象として， 396食塩水中Kアンモニアを

a 
さ10• .. ‘" g • ‘' g • ‘' 
』

-e

・唱。
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0 E 2 a 嘩

M・C・rolytic thn・(hrl
Fig. 3. Change in odour ωnωnもrationof 3% NaCl oolution∞ntain泊g0.025%∞，nc・
enもmもionof島lDlI崎叫a
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Fig. 4. Change in the amount of ammo凶畠凪 3%NaClω，lution by elec加，lysis

0.02596の濃度で加えた溶液IL通電し，食塩水の電解時間と臭気濃度の関係を示すが，電解時聞が長

ぴげば臭気濃度減少の傾向が認められる。一方， ζの場合の食塩水中のアンモニア量は Fig.4のよ

うに電解時聞に対して比例的に減少していることから，通電によって食塩水中のアンモニアが消失し

その臭気を減じたと推察されるが，その機構は明らかでない。

T晶ble1. Effeωof electrolysis事 forwas飴・wωerfrom scrubber 
in 晶 fish pro卿 singpl晶凶

一一一一一一一 Elec回.}vs担|
I句町 一六一ベJ before 晶f色er

Di蜘，lved叫 id(g再} 1.17 0.58 

思Evd48aM.(N時H叫9a4岨}(9} 6} 
7.70 7.50 
152ω 7.13 
O. 78 0.20 
0.12 0.07 

Total-N (%) 0.50 。01
N晶cl(%) 3.06 3.05 
Odour ωnωntration 32 8 

* Electrolysis w，剖 doneunderぬ.econdition of 6 V， 3 A for 30 mins. 
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実際lζイカ内臓を原料とするフィッシュ・ソリュブルとフスマを混合し， 乾燥機によって乾燥する

工程で発生する臭気を海水を用いて洗糠した後，排出される廃水について通電処理した結果は Table

1のようであるが，通電前の V.B.-Nが 152.40mg%であったのに対し，通電後では 7.13mg%と

なり，顕著な減少を示した。また揮発酸量および硫化水素量も V.B.-N量と同様に通電後に減少し，

ζれらの臭気成分が通電lとより減少した結果，廃水の臭気濃度が減少したものと考えられる。

以上の結果から臭気洗糠廃水の通電処理は除臭の点で有効と判断される。しかし，海水の通電tとよ

り生成する水酸化ナトリウムがマグネシウム化合物あるいはカルシウム化合物と反応し， コロイド状

の白色沈澱を生成して電流効率低下の原因となる乙と，および耐蝕性極材の選定など， その応用面で

の問題の検討が望まれる。

要約

1-5%食塩水および海水， 3%食塩水に 0.025%濃度となるようtζアンモニアを加えた溶液，臭

気ガスの海水による水洗処理廃水の4種類を供試水として， 6V，3A，極問距離 12.0cmの通電条件

で電気分解を行なった。その結果，通電時間の延長につれて，発生する有効塩素量が増大するととも

に食塩濃度の大きいものほど，有効塩素量の増大すること，およびアンモニア量の減少がみられた。

また，臭気ガスの海水による水洗処理廃水中の V.B.-N量が通電1とより 152.40mg%から 7.13mg%， 

揮発酸量は 0.12%から 0.07%，硫化水素量は 0.78mg%から O.20mg%に減少した。これらのこ

とより，水洗による水産加工場の臭気ガス処理廃水に通電し，除臭の可能性が期待される。
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